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どのような教員配置を行っているか？ 

 

【保健医療学部】 

１．保健医療学部の教育課程の編成は、学部共通科目、専門基礎科目及び専門科目の３分野の科目区分

により構成される。口腔保健学科では、これに選択必修科目を加えた4分野の科目区分で構成される。 

２．概ね１年次、２年次は、学部共通科目と専門基礎科目を履修させることにより、論理的思考力を育

て、人間について深い理解を促し、生命倫理、人権とその尊厳について幅広く理解し、国際化及び情

報化社会に対応できる一般社会人としての深い教養を身に付けるとともに、人体の構造と機能及び心

身の発達を系統立てて理解させることを基本としているが、学生のキャリア意識、モチベーションを

高めるために一部専門科目を履修させることとしている。 

  また、２年次以降においては、主に専門基礎科目と専門科目を履修させる。 

  ３年次においては理論と実践を、４年次においては２年次または３年次から始まる臨床実習で得た

知識、技術を基盤として、実習施設等で評価と治療を実践する総合臨床実習を行い、卒業研究におい

て基礎教育、専門教育の総まとめとして学生個々に個別のテーマについて情報収集し、研究計画を立

て、研究及び解析を行い、学生の研究能力、解析能力等の育成を図ることとしている。 

３．保健医療学部の主に１年次、２年次の前期で履修する学部共通科目のうち、論理的思考と人間につ

いての深い理解を涵養させる科目、いわゆる、一般教育科目の人文、社会、自然分野については専任

教員と兼担教員を配置することを基本とする。一部兼任教員を充てている。 

  外国語科目の英語については専任教員を配置するが、一部兼任教員を充てている。 

  スポーツ・健康科学科目は主として専任教員を配置している。 

  総合教養科目の基礎ゼミナールは大学における導入科目として専任教員を配置する。それ以外の科

目については一部兼任教員を充てる。 

４．専門基礎科目については、専任教員と兼担教員を中心として、一部兼任教員を充てている。 

５．専門科目については、専任教員と兼担教員を中心として、一部兼任教員を充てている。 

６．医学系基礎科目担当教員は、学生への教員の責任体制を明確にするため、それぞれの専門分野に強

く関連する学科に所属させている。 

７．臨床実習施設は兵庫県、大阪府、を中心に配置しているが、本学科の専任教員、実習施設の実習指

導者やその他の職員等、多くの教職員の連携協力によって準備されたことから、それ以外の地域にも

広がっている。そのため、これらの職員との緊密な連絡調整、充実した臨床実習計画、巡回指導等を

専任教員が担当している。 

８．基礎医学系分野及び専門教育分野の実習を補助する助手を配置し、授業の充実・効率化を図るよう

にしている。 

 

【和歌山保健医療学部】 

１．和歌山保健医療学部の教育課程の編成は学部共通科目、専門基礎科目及び専門科目の３分野の科目

区分により構成される。 

２．概ね１年次、２年次は、学部共通科目と専門基礎科目を履修させることにより、論理的思考力を育

て、人間について深い理解を促し、生命倫理、人権とその尊厳について幅広く理解し、国際化及び情

報化社会に対応できる一般社会人としての深い教養を身に付けるとともに、人体の構造と機能及び心

身の発達を系統立てて理解させることを基本としているが、学生のキャリア意識、モチベーションを
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高めるために一部専門科目を履修させることとしている。 

  また、２年次以降においては、主に専門基礎科目と専門科目を履修させる。 

  ３年次においては理論と実践を、４年次においては２年次、３年次から始まる臨床実習で得た知識、

技術を基盤として、実習施設等で評価と治療を実践する総合臨床実習を行い、卒業研究において基礎

教育、専門教育の総まとめとして学生個々に個別のテーマについて情報収集し、研究計画を立て、研

究及び解析を行い、学生の研究能力、解析能力等の育成を図ることとしている。 

３．和歌山保健医療学部の主に１年次、２年次の前期で履修する学部共通科目のうち、論理的思考と人

間についての深い理解を涵養させる科目、いわゆる、一般教育科目の人文、社会、自然分野について

は専任教員と兼担教員を配置することを基本とする。一部兼任教員を充てている。 

  スポーツ・健康科学科目は主として専任教員を配置している。 

  総合教養科目の医療専門職に必須である「コミュニケーション演習」、高大接続の役割を果たす「基

礎ゼミナール」についても専任教員を配置している。 
４．専門基礎科目については、専任教員と兼担教員を中心として、一部兼任教員を充てている。 

５．専門科目については、原則としてすべて専任教員が担当する。 

６．医学系基礎科目担当教員は、学生への教員の責任体制を明確にするため、それぞれの専門分野に強

く関連する専攻に所属させている。 

７．臨床実習施設は和歌山県を中心に確保しており、本学科の専任教員、実習施設の療法士や看護師そ

の他の職員等、多くの教職員の連携協力によって準備されている。 

そのため、これらの職員との緊密な連絡調整、充実した臨床実習計画、巡回指導等を専任教員が担

当している。 

 

【専任教員の年齢構成について】 

宝塚医療大学の令和５年度の専任教員は、下表のとおりであり、その年齢構成については、均衡がと

れていると考える。また、本学教員の定年は６５歳であるが、大学設置時においては特例として７５歳

までとしている。 
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 宝塚医療大学 保健医療学部 

 
（令和5年5月1日現在、単位：名） 

 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計 
男 1 6 10 5 12 8 42 
女 3 2  3 3  1 0 12 

合 計 4 8 13 8 13 8 54 
年齢別保健医療学部専任教員数 

（単位：名） 

 
 
◆ 宝塚医療大学 和歌山保健医療学部 

（令和5年5月1日現在、単位：名） 
 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計 
男 0 4 10  2  7 2 25  
女 1  2  2  8  3 2 18 

合 計 1 6 12 10 10 4 43 
 

年齢別和歌山保健医療学部専任教員数 
（単位：名） 

 
 
 
  

1 2 2

8

3 2

4

10

2

7

2

0

2

4

6

8

10

12

14

29歳以下 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳 70歳以上

男

女

3 2 3 3
1

1
6

10

5
12

8

0

2

4

6

8

10

12

14

29歳以下 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳 70歳以上

男

女


